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注意 
● 製品をお使いになる前に必ずこの取扱

説明書をお読みください。 

● 取扱説明書は大切に保管してください。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

は じ め に 
 
このたびはゼノア製品をお買い上げいただき誠にありがとうございました。 

この取扱説明書は、製品の正しい取扱い方法、簡単な点検および手入れについて説明

しています。 

ご使用前によくお読みいただいて十分理解され、お買い上げの製品が優れた性能を発

揮し、かつ快適な作業をするためにこの冊子をご活用ください。 

また、お読みになった後必ず大切に保管し、分からないことがあったときには取り出して

お読みください。なお、製品の仕様変更などにより、お買い上げの製品とこの説明書の内容

が一致しない場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

  安 全 第 一 
 
本書に記載した注意事項や機械に貼られた   の表示がある警告ラベルは、人身事故

の危険が考えられる重要な項目です。よく読んで必ず守ってください。 

なお、警告ラベルが汚損したり、はがれた場合はお買い上げの販売店に注文し、必ず所

定の位置に貼ってください。 

 
■ 注意表示について 

本取扱説明書では、特に重要と考えられる取扱い上の注意事項について次のように

表示しています。 

 
： 注意事項を守らないと、死亡または重傷を負うことになるものを示し

ます。 

 

： 注意事項を守らないと、死亡または重傷を負う危険性があるものを

示します。 

 

： 注意事項を守らないと、けがを負う恐れがあるものを示します。 

 

 

： 注意事項を守らないと機械の損傷や故障の恐れがあるものを示しま

す。 

 

： その他、使用上役立つ補足説明を示します。 

 
 
 

危 険 

警 告 

注 意 

重 要 

補 足 
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 － １ － 

   正しくお使いいただくために 

本製品をご使用になる前に、この取扱説明書をよく読み理解した上で正しく取扱ってく

ださい。快適に作業をするため、ぜひ守っていただきたい注意事項は下記の通りですが、

これ以外にも本文の中で「   警告サイン」として説明のつど取り上げております。 

 

■ 製品をお使いになる前に 

● 本製品は、ほ
・
場における粉状および細粒

状の各種農薬・肥料の散布を用途に設計

されています。不測の事故を招く恐れが

ありますので、所定用途以外の目的には

使用しないで下さい。 

 

● 本製品は高速で吹き出す風力を利用して

取扱いに注意を要する農薬を散布するた

め、操作を誤ると危険です。疲労などで体

調が悪い場合や、カゼ薬服用時、飲酒後

など、正常な判断と的確な操作が出来な

い恐れがある場合は、本製品を使用しな

いでください。また、本書の内容が理解で

きない人、妊娠している人や子供には絶

対に使わせないでください。 

 

● エンジンの排気ガスには人

体に有害な一酸化炭素が

含まれています。屋内やビ

ニールハウス、トンネル内

など、通気の悪い場所では本製品を使用

しないでください。 

 

● 次のような場合はお使いにならないでくだ

さい。 

 

① 転倒の恐れがあるなど、製品の正常

な保持・操作が困難な場合 

② 霧や夜間など、視界が悪く作業現場周

辺の安全確認が困難な場合 

③ 天候悪化時（降雨、強風、雷など） 

 

 

 

 

 

 

 

● 使用農薬の種類や気温、湿 

度により、散布時に機体が 

強い静電気を帯びることが 

あります。電気ショックを予 

防するため、付属のアースチェンを正しく装

着し、散布時は必ず使用してください。 

 

● 初めてお使いになる場合は、実作業に入る

前に熟練者から製品の取扱い指導を受け

てください。 

 

● 疲労が重なると注意力が低下し、事故の原

因となります。作業計画にはゆとりを持たせ、

１回の連続作業時間は３０～４０分を限度と

し、１０～２０分の休憩を取ってください。ま

た、１日の作業時間は２時間以内としてくだ

さい。 

 

●  この製品は運転中に電磁界を発生し、電磁

界がペースメーカーやその他の医療器具に

干渉する場合があります。  

重傷・致命傷のリスクを軽減するために、

ペースメーカーやその他の医療器具を装着

された方は、 この製品を使用する前に医師

またはペースメーカー・医療器具メーカーに

相談してください。 
 

● この取扱説明書は必ず保管して、分らない

ことがあった場合など必要に応じてご参照く

ださい。 

 

● 小さいお子様の手の届くところに保管しない

でください。 

 

● 本製品を譲渡または貸与する際は、この取

扱説明書を必ず添付してください。 

 



 

   
 

 － ２ － 

   正しくお使いいただくために 

■ 防除作業前の注意 

● 安全のためのヘルメットや農薬の付着ま

たは吸入を防ぐための適正な農薬散布

用保護衣、保護用ネットまたは頭から肩

まで覆うことのできる防水されたずきん、

ゴム手袋、ゴム前掛け、ゴム長ぐつ、保護

マスク、保護メガネ、保護用クリーム等を

用意し、作業時に危険のない完全な服装

を整えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

● 農薬は一定の保管箱または戸棚等に保

管し、必ず鍵をかけ、子供等の手の届か

ない安全な場所に保管してください。 
 

●使用する農薬の取扱い説明書をよく読み、

毒性、使用方法等について熟知してくだ

さい。 
 

●農薬を散布するほ
・
場は、散布直後に入ら

ないですむように、あらかじめ除草等の管

理作業を行っておいてください。 
 

● 事故やけがに備え、次の用具を携行して

ください。 

① 救急箱 

② 止血道具（タオル・手ぬぐい等） 

 

 

●水道、河川、池、沼等を汚染しないように、

また、居住者、通行人、家畜等に被害を

及ぼさないように、散布地域について十

分考慮してください。 

 

● 防除作業の前日は、飲酒、徹夜等を控え

て体調を整えてください。 

 

● 子供や家畜等を農薬散布現場に近づけ

ないでください。 

 

● 作業前に散布機を点検し、各部締付ネジ

類や散布管接続部のゆるみ、燃料漏れ、

薬液タンクパッキン類の変形破損、背負

いバンドの損傷などの異常の有無を確か

め、完全に整備してください。 

 

■ 農薬運搬時の注意 

● 農薬を運搬するときは、袋が破れたり、ビ

ンが割れたり、栓がゆるんだりして容器か

ら農薬がこぼれないよう、慎重に取り扱っ

てください。また、振動や傾斜等によって

散布機から農薬がこぼれないよう注意し

て運んでください。 

 

● 農薬を弁当などの飲食物と一緒の箱等

に入れて運搬しないでください。 

 

■ 散布機運搬時の注意事項 

● 運搬中の衝撃で燃料や薬剤が漏れ出す

恐れがありますので、タンクに薬剤や燃

料を入れたまま運搬しないでください。 

 

●車両で運搬する時は、機体を立ててロー

プなどで荷台に確実に固定してください。

危険ですので自転車やバイクでの運搬は

しないでください。 

 

保護帽 

※平地ではツバのある帽

子、山や傾斜地ではヘ

ルメットをかぶること 

※アゴヒモのむすびは、た

らさないようにすること 耳せん 

※必ずつけること 

保護マスク 

 

首回りの覆い 

ゴム手袋 

※手袋は、やわ

らかいもので

いつも乾いて

いること 

保護衣 

※裾じまりの 

よいもの 

保護めがね 

※必ずつけること 

ゴム長ぐつ 

※はきものは、滑り

止めのあるものに

し、靴下はいつも

乾いていること 

保護衣 



 

   

 － ３ － 

   正しくお使いいただくために 

■ 燃料に関する注意事項 

● 本製品のエンジンは、引火

しやすいガソリンを含む「混

合ガソリン」を燃料としてい

ます。 

焼却炉、バーナー、たき火、かまど、電気

スパーク、溶接火花など、引火の恐れが

ある場所では、燃料の補給をしたり燃料

容器を保管したりしないでください。 

 

● くわえタバコでの作業や燃料補給は危険

です。絶対にしないでください。 

 

● 燃料の補給や保管容器への注入作業は

屋外の平坦な場所で行ってください。 

通気の悪い屋内で給油作業をすると気

化した燃料に引火する恐れがあります。 

 

● 使用中に給油する場合は、必ずエンジン

を停止し、周囲に火気がないことを確か

めてから燃料を補給してください。 

 

● 給油時に燃料がこぼれた場合は、エンジ

ンをかける前に、機体に付着した燃料を

完全にふき取ってください。 
 

● 給油後は、燃料容器を密閉し、燃料タン

クのキャップを確実に締めてから、３ｍ以

上離れた場所でエンジンを始動してくださ

い。 
 

■ 薬剤投入時の注意事項 

●薬剤を散布機のタンクに投入する際は、

は、タンクの底のシャッタ（吐出弁）が完全

に閉じていることを確かめてください。

シャッタが開いているとエンジン始動と同

時に薬剤が吹き出し危険です。 

 

●薬剤投入後はタンクのキャップを確実に

締め付けてください。締め付けが不十分

ですと作業中にキャップがゆるみ、薬剤

が体にかかる危険があります。 

■ エンジン始動時の注意事項 

● エンジンを始動する前に調量レバー（吐

出弁開閉レバー）が全閉位置になってい

ることを確かめてください。調量レバーが

全閉以外の位置にあるとエンジン始動と

同時に多量の薬剤が吹き出し危険です。 

 

●散布管に付着した薬剤が吹き出すことが

ありますので、エンジン始動時は噴頭（吐

出ノズル）の前方に人がいないことを確か

めてください。 

 

●エンジン始動時および作業時は子供や動

物などを遠ざけてください。 

 

 

■ 防除作業中の注意事項 

●農薬による中毒を避けるため、作業は暑

い時を避けて、比較的涼しく風も弱まって

いる時に行ってください。 

 

● 作業を始めるときは、付近の居住者およ

び通行人や農作物等に対して危害や薬

害を及ぼさないよう、防除の時間や風向

等を十分考慮して行ってください。 

 

●作業中は喫煙を慎み、食事の前には、必

ず手や顔を洗い、うがいをしてください。 

 

●作業中に少しでも体調が悪くなった場合

は、直ちに医師の診断を受けてください。

その際、使用した農薬名、作業状況等を

医師に説明してください。 

 

●散布時は風向きに注意し、農薬を浴びな

いため、常に風上側に立って作業するよ

うにしてください。また、散布が終わった

区域を通過すると農薬が身体に付着しま

すので、あらかじめ作業経路を決め同じ

場所を通らないようにしてください。 

 



 

   
 

 － ４ － 

   正しくお使いいただくために 

● 作業中農薬の吹き出しを防ぐため、農

薬を散布機に補給した後は、薬剤タンク

のふたを確実に締め付けてください。 

また、深田でのほ
・
場内作業や弱い畦畔

では、転倒しないよう注意してください。 

 

●散粉または散粒用多口ホース（ジェット

ホース、ナイヤガラ）使用時は、繰り出し

および巻き取り時に破損の有無を点検し

てください。また、ホースを著しく縮めて使

用しないでください。 

 

●多口ホースは、散布機の送風能力にあわ

せて適切な長さのものを使用してください。

散布時に垂れ下がってしまうようなホース

を中間部で補助者に持たせて使用する

「中持ち作業」は、非常に危険ですので絶

対にしないでください。 

 

● 電気ショックを受ける可能

性がありますので、エンジ

ン運転中はスパークプラ

グやコードに触れないでく

ださい。 

 

● 高温によるやけどの恐れがあ

りますので、エンジン運転中

および停止後エンジンが冷え

るまでは、マフラ、マフラカ

バー、シリンダ、スパークプラグなどの高温

部に触れないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 防除作業後の注意 

●使い残した農薬は密封して、未使用の農

薬と一緒に所定の保管場所に収納してく

ださい。 

 

●農薬の空き袋等は、そのまま放置せずに

焼却または埋没等の方法により安全に

処分してください。また、防除用具類を洗

浄した水の処理は危被害の起こらないよ

う十分注意してください。 

 

●保護衣、農薬用マスク、手袋等の保護具

は十分に点検手入れをし、次の作業に備

えてください。 

 

●防除作業が終了し、農薬、防除機等の後

始末を終えたら直ちに入浴するか、また、

手、足、顔等を石けんでよく洗い、うがい

をしてください。 

 

●着衣類は、下着まですべて取り替え、十

分に洗濯をしてください。作業に使用した

衣類は、翌日そのまま着用しないでくださ

い。 

 

●防除作業をした日の夜は、飲酒を控え、

早めに就寝して休養を十分とってください。

また、少しでも気分が悪くなった場合は、

速やかに医師の診断を受けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   

 － ５ － 

   正しくお使いいただくために 

■ その他 

● 長期間防除作業を行う場合は、定期的に

健康診断を受けるようにしてください。 

 

● 防除は、計画的に実施し、散布日時、使

用農薬、対象病害虫、作業内容、作業

時間等を当日中に記録しておくようにし

てください。 

 

● 保護具の選定および使用にあたっては、

次の事項に留意してください。 

 

イ）保護衣 

 通気性と防水性に優れた涼しく着られ

るものを選ぶこと。また、安心して農薬散

布が出来る安全度の高いもの、作業のし

やすいものを着用すること。 

 

ロ）防除用ずきん 

 首と肩がかぶさるようにつばを付け、さ

らに防水加工が施されたものがよい。 

 

ハ）手袋 

 農薬が浸透しにくく、作業中に汗が出て

も滑らないようなものがよい。 

 

ニ）ゴム前掛け 

 農薬調整時には、厚地の幅のある長い

ものを使用し、農薬の飛散による浸透を

防ぐこと。 

 

ホ）保護めがね、保護マスク等 

 保護めがね、保護マスク、ゴム長靴、簡

易洗顔器及び保護クリーム等は、規格や

農作業安全推進団体推奨等の表示に留

意して適正なものを選ぶこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 整備上の注意事項 

● この取扱説明書では、製品の機能維持

に必要な整備について説明しています。

製品の機能を維持するため、定期的に本

書記載の点検整備を実施してください。

本書に記載されていない整備が必要な

場合は、お買い上げ店または最寄りのゼ

ノア製品取扱店にご相談ください。 

 

●製品の改造や分解等はしないでください。

運転中に機体が破損したり、正常な操作

が出来なくなる危険があります。 

 

● 点検整備時は、必ずエンジンを停止してく

ださい。 

 

● 送風機の吸気孔ガードを取

り外して運転しないでくださ

い。高速回転する送風ファ

ンに触れる恐れがあり非常

に危険です。 

 

● 送風機やエンジンの分解・改造等はしな

いでください。運転中に機体が破損し、

重大な事故を招く危険があります。 

 

● エンジン停止直後は、素手で

マフラ、マフラカバー、シリン

ダ、スパークプラグなどの高

温部に触れないでください。

高温によるやけどの恐れがあります。 

 

● 交換用部品はゼノア純正品またはゼノア

指定銘柄品を使用してください。 
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   正しくお使いいただくために 

■ 警告ラベルとその取扱い 

本機には次の警告ラベルが貼ってあります。よくお読みになって理解した上で作業してくだ

さい。 

 

① 品番 275135820                              ② 品番 346011840  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 品番 346011830   

                         【貼付位置】 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

【ラベルのメンテナンス】 

（1） 警告ラベルは、いつもきれいにして傷つけないようにしてください。 

 

（2） 警告ラベルが汚損したりはがれた場合はお買い上げの販売店に注文し、 

新しいラベルに取り替えてください。 

 

（3） 新しいラベルを貼る場合は汚れを完全にふき取り、乾いた面にして 

元の位置に貼ってください。 
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 サービスと保証について  
 

 

 

 

本製品に関するお問い合わせや消耗品のお求め、サービスのご用命は、お買い上げいただいた販

売店で承ります。 

お問い合わせの際は型式名と製造番号（下図参照）をご連絡ください。 

製品・技術・その他に関してお気付きの点やご意見等ありましたらお気軽に弊社営業窓口（裏表紙

記載）にお寄せください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品には、保証書を別途添付しております。保証書は、必ず「販売店名・お買い上げ日・

型式名・製造番号」の記入押印をお確かめのうえ販売店から受け取っていただき内容をよく

お読みのあと大切に保管してください。 

 

 

 

 

本製品の補修部品の供給年限は、製造打切後８年です。 

ただし、供給年限内であっても特殊部品につきましては、納期等についてご相談させていただ

く場合もあります。 

補修用部品の供給は、原則的には、上記の供給年限で終了いたしますが、供給年限経過後であっ

ても部品供給のご要請があった場合には、納期および価格についてご相談させていただきます。 

 

警告 機械の改造は危険ですので、改造しないでください。 

改造した場合や取扱説明書に述べられた正しい使用目的

と異なる場合は、メーカー保証の対象外になるのでご注意

ください。 

ご相談窓口 

保証書について 

補給部品の供給年限について 

製造番号 

型式名 
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図１ 

  使 用 準 備    
 

■ アースチェンの取り付け 

 

注 意 ● 空気が乾燥している時に、薬剤を散布すると摩擦により強い静電気が発生すること

があります。電気ショックを予防するため、使用時はアースチェンを必ず装着してくだ

さい。 

 

1. 送風機のエルボ部内側のスクリュをゆるめて、

付属のアースチェンの中間部をスクリュと本

体の間に差し込み、スクリュで固定してくだ

さい。 
2. 付属のフレキシブルホースの大口径側にクラ

ンプ（大）をはめ、アースチェンのワイヤ線

を通してからエルボに完全にはめてください。 
3. ドライバでクランプのスクリュを締め込んで

ホースをしっかりと固定してください。 
 

 
 
 

■ 散布管の取り付け 

 

1. 付属の散布管（畦畔噴頭、単口噴頭）から作業

内容にふさわしいものを選択して、を図２の順

で確実に接続してください。 

 

 

 

 

 

2. フレキシブルホースの小口径側にクランプ（小）を

はめ、アースチェンのワイヤを散布管の中に通し

てから、ジョイント部をフレキシブルホースにはめ

込んでクランプで確実に締め付けてください。 

 

 

 

図２ 
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図３ 

■ ジェットホース（市販品）の接続方法 

 

重 要 ジェットホース（市販品）には、適用薬剤や散布幅に応じて様々な種類があり、選択

を誤ると散布ムラや吐出不良を起こすことがあります。ジェットホース使用時は、用

途にあったものを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

1. 付属のアダプタからリングを取り外してくだ

さい。 
 

2. アダプタの大口径側からジェットホースの端

をかぶせた後、小口径側からリングをはめて

ジェットホースを確実に固定してください。 
 

3. アダプタをフレキシブルホースに差し込み、ク

ランプ（小）でしっかりと固定してください。 
 

 

 

― ゼノア純正 ビッグバンガソリン ― 

ゼノア純正混合ガソリン「ビッグバンガソリン」は、散布機や刈払機など運転休止期間の長いエン

ジン機器用に開発された２サイクルエンジン専用の混合燃料です。 

◎変質しにくい特殊ガソリンの採用でキャブ詰まり追放 

◎エンジン内部を摩耗や汚れから守り、排気をきれいにする各種添加剤配合 

◎混合の手間不要 

◎給油・持ち運び・保管に便利な金属容器入り 

などのすぐれた特長を持っており、運転休止の直前にお使いになるだけで運転再開時のエンジ

ントラブル予防効果を発揮します。 

詳しくはお買い上げ店にお問い合わせください。 

ジェットホース（市販品） 

（穴を下に向ける） 
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図４ 

  吐出量の切り換え   
  

ＭＤ６２００には、吐出量の切り換え機構が設けら

れています。工場出荷時は「多量」にセットされ

ていますが、必要に応じて表 1 を参考に適切な

位置に切り換えてください。（参考：表 1） 

 補足  フローダスト（FD）粉剤、１キロ除草剤使

用時は「少量」にセットしてください。 

 

 

 

 

■ 切り換え方法 

 

重 要 ● ロッドの長さが不適切ですと、ロッドが外れたり、シャッタが正しく開閉しなくなる

ことがあります。 

● 「中量」又は「少量」で使用する場合も、ロッドの長さ調整時は、「多量」穴に合わ

せて調整してください。「中量」又は「少量」穴に合わせて調整しますと、吐出過

多になることがあります。 

 
1. 薬剤タンク取付部の背当て側にあるロッドを

手前に引いて、切り換えアームから取り外して

ください。 
 

2. ロッドの上端部を切り換えアームのセットし

たい穴に差し込んでください。 
 

 補足  ロッドがアームに合わないときは、次の手

順でロッドの長さを調整してください。 

1. 調量レバーを「全開」位置にセットしてください。 

2. 切り換えアームを指で一杯まで押し上げて「全開」

位置にしてください。 
3. ロッド下端部のロックナットをゆるめてからロッドを

回して、上端部を切り換えアームの「多量」穴に合

わせてください。ロッドは、右に回すと短くなり、左

に回すと長くなります。調整後は、ロックナットを元

通りに締め付けてください。 

 

 
 
 

（図４参照） 

【表１】 散布条件と吐出量セット位置 

 

使用薬剤 

 

 

使用散布管 

粉剤 

粒剤 

除草剤等 
肥料 

1 ｷﾛ剤 一般 

単口噴頭 
少量 

中量 
少量 少量 多量 

多口噴頭 多量 少量 中量 多量 
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  燃   料   
 

危 険 ● 燃料は非常に引火しやすいため取扱いを誤ると火災事故の原因となります。 
また、気化した燃料は爆発して死傷事故を起こす恐れがあります。 

● 燃料の混合時は必ず火気を遠ざけ、タバコは吸わないでください。 
● 混合作業は屋外で行ってください。 
● 機体や燃料容器を、たき火やバーナーなどの火気の近くに放置しないでくださ

い。 
 

警 告 ● 燃料タンクキャップを開ける前に製品および補給用タンクを地面に置くなどして、
帯電している静電気を除去してください。 

● 燃料補給時に金属製の漏斗を使用しないでください。静電気が燃料に放電して火
災の原因となります。 

● 燃料タンクキャップを開けるときはゆっくりと開けて、タンク内の圧力を逃がしてく
ださい。 

● 燃料パイプ、燃料グロメット、燃料タンク周辺から漏れやにじみがある場合は、直
ちに使用をやめ、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

● 補給用燃料は、火気のない日陰に置いてください。 
● 余った燃料は、金属製のガソリン携行缶で保管してください。 
● 燃料を運搬する際は、金属製のガソリン携行缶を使用してください。 

 

重 要 ● オイルが混合されていないガソリン（生ガソリン）を使うとエンジンが焼き付き
ます。給油時は燃料が正しいか確かめてください。 

● 燃料は紫外線や高温に長時間さらされると変質劣化し、始動不良や出力不足な
どの原因になります。混合した燃料は、３０日以内を目安に使い切るようにしてく
ださい。 

● 水が混入した燃料を使うと、キャブレタやエンジンの内部が腐食します。機体や
燃料容器に水がかからないようにしてください。 

● ４サイクルエンジン用オイルは使わないでください。スパークプラグ汚損やピストン
リング固着、マフラ詰まりなどを起こしやすくなります。 

● エンジン不調の原因となりますので指定外のオイルや混合比で使用しないでく
ださい。 

 

燃料は、自動車用無鉛ガソリンと空冷２サイク

ルエンジン用オイルを下記割合で混合容器に入

れ、容器を振ってよく混ぜ合わせたものを使用し

てください。 

〔混合比〕 

□ゼノア純正２サイクルオイル（ＦＤ級）使用時 

   ···························································· ５０：１ 
（ガソリン１Lに対しオイル２０mL） 

□ゼノア純正２サイクルオイル（ＦＣ）使用時 

   ···························································· ４０：１ 
（ガソリン１Lに対しオイル２５mL） 

もしくは、ＪＡＳＯ性能分類ＦＤ級のオイルを５０：１

の比率でよく混合してください。 

図１５ 

２サイクル 

エンジンオイル 

無鉛レギュラー 

ガソリン 

よく混ぜる 
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図５ 

図６ 

 エンジンのかけかた   
 

注 意 ●エンジンを始動する前に調量レバーが全閉位置になっていることを確かめてくだ

さい。調量レバーが全閉以外の位置にあるとエンジン始動と同時に多量の薬剤

が吹き出し危険です。 

● 散布管に付着した薬剤が吹き出すことがありますので、エンジン始動時は噴頭

（吐出ノズル）の前方に人がいないことを確かめてください。 

 

重 要 
 

運転時はフレキシブルホースを送風機に                            

接続してからエンジンをかけてください。                             

ホースを付けずに運転を続けるとエンジ                             

ンの冷却風が不足してピストン焼き付き                             

などの故障を招くことがあります。   

 

■ 始動手順 

 

1. 燃料タンクに燃料を入れキャップをしっかり

閉めてください。（図５） 

 補足  給油時は、タンク上部に５mm 以上の空間

を残してください。入れすぎるとエンジン始動不良を

起こすことがあります。 

 

 

 

 

 

2. 燃料が透明パイプを通ってタンクに戻り始め

るまで、始動ポンプを指で押して離す操作を繰

り返してください。（図６） 
 

 補足  始動ポンプの操作は、エンジン始動の都

度行ってください。 

 

3. チョークレバーを上げてください。チョークが

閉じます。（図６） 

 補足  エンジン停止直後に再始動する場合は、

チョークを閉じる必要はありません。 
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図７ 

図９ 

図８ 

4. スロットルレバーを上げて中間位置にセット

してください。（図７） 

5. 機体を安定させてから左手で薬剤タンクを押

さえ、右手でスタータノブを引いてください。

スタータノブは、始めは軽く引き出し、重く

なったら力を込めて素早く引いてください。 
 

 重要  スタータ故障の原因となりますので、

ロープを一気に全部引き出したり、スタータノブか

ら手を離して戻したりしないでください。 

スタータノブを戻す際は、長い方を下向きにしてく

ださい。（図８）エンジン冷却風の抵抗になるほか、

熱風によりノブが変形する恐れがあります。 

6. エンジンが始動したら、チョークレバーを徐々に下

げてから、スロットルレバーをアイドリング位置の戻

してください。 

 

 重要  チョークレバーを上げたままスタータ

ロープを引き続けると、スパークプラガが濡れてエ

ンジンがかからなくなることがあります。このような

場合は、チョークレバーを下げてスタータロープを

繰り返し引くか、スパークプラグをいったん取り外

して電極を乾かしてから、始動操作をやり直してく

ださい。 

 

7. ２～３分低速で暖機運転してください。 

 

 

■ デコンプバルブについて 

ＭＤ６２００のエンジンには、始動時のス

タータロープ引き力を軽くするデコンプバルブ

（減圧弁）が装着されています。始動時にスター

タロープを引くとエアが抜ける音がしますが、異

常ではありません。エンジンがかかると自動的に

バルブが閉じ、一般のエンジンと同等の性能を発

揮します。 

【クリアボタン】 
時間の経過とともに、エンジン内部の汚れによ

りバルブが固着しロープが重くなることがあ

ります。このような場合は、始動前にクリアボ

タン（図９）を１～２回指で押してください。

バルブが正常な位置に戻り機能を回復します。 
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図１０ 

 エンジンのとめかた   
 

注 意 ● 緊急時は直ちにエンジンの停止操作をしてください。 

● エンジン停止直後はマフラ、マフラカバー、シリンダ、スパークプラグなど

の高温部に素手で触れないでください。やけどの恐れがあります。 

 

1. 調量レバーを完全に下げてください。 

2. 薬剤が出なくなったことを確かめてからス

ロットルレバーをアイドリング位置にして１

～2 分間冷却運転をしてください。 

3. 目盛り板横部のエンジン停止スイッチをエン

ジンが完全に止まるまで押し続けてください。

（図 10） 
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  散 布 作 業    
■ 薬剤（肥料・農薬）の投入 

 

注 意 ●薬剤を散布機のタンクに投入する際は、タンクの底のシャッタ（吐出弁）が完全に

閉じていることを確かめてください。シャッタが開いているとエンジン始動と同時

に薬剤が吹き出し危険です。 

● 薬剤投入後はタンクのキャップを確実に締め付けてください。締め付けが不十分

ですと作業中にタンク内の薬剤が吹き出す危険があります。 

 

重 要 ● 作業前に薬剤の包装に表示されている単位面積あたりの散布量と作業当日の

散布面積をもとに所要量を算出して、いったんタンクに投入した薬剤は、当日中

に使い切るようにしてください。薬剤タンク内に使い残した薬剤を長時間放置す

ると湿気により吐出不良やシャッタ作動不良の原因となります。 

● 散布機を車両で運搬する場合は、薬剤タンクを空にしてください。薬剤を入れた

まま運搬すると振動でつき固められて吐出不良を起こすことがあります。 

 

1. 調量レバーを完全に下げた位置(全閉)にセット

してください。 

2. 薬剤タンクのキャップを取り外して薬剤を投

入してください。 

3. 薬剤を入れ終えたらキャップを確実に締め付

けてください。 
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図１２ 

図１３ 

図１４ 

■背負いバンドの調節 

注 意  大量の薬剤がタンクに入っている場合は、散布機の重量によりバックルを引き起

こすだけだバンドがゆるみ、姿勢が不安定になる恐れがあります。バンドの長さを

調節する際は、必ず片手でバンドの端を握りながらバックルを引き起こしてくださ

い。  

 

ＭＤ６２００の背負いバンドは、散布機を背

負ったままで簡単に長さの調節ができる「クイッ

クリリース」タイプです。 

背負いバンドの長さは、作業時は散布機が背中

に密着するように、着脱時はかけおろしのしやす

いように、を基本に調節してください。 

 バンドを短くする場合（作業時）  

バックルの張り出し部を指で引き起こしなが

らバンドの端を引いて、散布機が背中に密着する

長さにしてください。 

 バンドを長くする場合（散布機着脱時）  

バックルの下側を指で引き起こしながら、バン

ドの端をバックル側に戻してください。 

■送風量の調節 

散布時は、スロットルレバーを全開の位置に

セットして使用してください。 

 

 

 

 

 

■調量レバーストッパのセット方法 

シャッタ開度を一定に保って散布する場合は

作業前に、調量レバーのストッパを所定位置に

セットしてください。 

 

【セット方法】 

1. ストッパのツマミを引きながらストッパを移 

動させてください。 

2. ストッパ所定開度の一つ上の溝に合わせてか

らツマミを離してください。 
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図１５ 

図１６ 

図１７ 

■吐出量の調節 

重 要 ● 吐出量は、使用薬剤の種類や乾燥度などにより増減することがあります。 

● 粒剤は見えにくいため、撒きすぎに注意してください。 

● 散布ムラを避けるため、作業時は歩行速度をなるべく一定に保ってください。 

 

図１５～１７は、薬剤タイプ別に調量レバーの開

度と薬剤のと出量の関係を示したものです。 

散布時は使用薬剤および作業条件（散布面積、

散布用具、歩行速度など）に応じて、左図および

表２，表３を参考に調量レバーを適切な開度に調

節してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表２】 粉剤散布時の調量レバー開度（目安） 

薬剤の種別 

散布管 
普通粉剤 ＤＬ粉剤 

単口噴頭（吐出量切換：中量） ７～８ ６～７ 

ジェットホース 
（吐出量切換：多量） 

（歩行速度：３０ｍ/分）   

２０ｍ ７ ６ 

３０ｍ ７～８ ７ 

４０ｍ ８～９ ８ 

５５ｍ ９～１０ ８～９ 

 散布量 １０ａあたり３ｋｇの場合 

【表３】 粒剤散布時の調量レバー開度（目安） 

  薬剤の種別 3 ｷﾛ剤 1 ｷﾛ剤 

散布管 吐出量切換 中量 少量 

単口噴頭 ４～５ ２～３ 

畦畔噴頭 ６ ４ 

ジェットホース 
（歩行速度：３０ｍ/分）   

２０ｍ ６ ５ 

３０ｍ ７ ７ 

４０ｍ ８ ７～８ 
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 点 検 整 備   
 

注 意 ● 点検整備時は必ずエンジンを停止してください。 

● 送風機やエンジンの分解、改造等はしないでください。 

● 部品交換時はゼノア純正部品または指定品を使用してください。 

 

重 要 ● 肥料は吸湿しやすいめ、放置するとシャッタの作動不良を招きます。肥料散布

後は特に入念に清掃してください 

● 薬剤タンク取り付けフックの適正な長さ（右図）は４５～

４６mm です。短すぎると締め付け力が過大となり、関

連部の変形・破損の原因となります。逆に長すぎるとタ

ンクの密着度が低下し、薬剤漏れを起こす恐れがあり

ます。 

● 長期保管時は、薬剤タンクのキャップをゆるめにしてく

ださい。きつく締めたまま長期間放置するとキャップのパッキンが変形することが

あります。 

 

■ 散布装置 

1. タンク内の薬剤を使い切った時点でエンジン

の回転をあげ、調量レバーを数回上げ下げし

てシャッタ周りや送風機内部、散布管などに

付着している薬剤を吹き飛ばしてください。 
2. 定期的に薬剤タンクを取り外して、シャッタ

ケース周りに付着した薬剤を落としてくださ

い。 
 
 
 

 薬剤タンクの取り外し方  

1.調量ロッド切換アームから切り離す。（１０頁参

照） 

2.送風機上部の左右にあるタンク固定レバーを

押し上げてフックを外す。（図１８） 
 

 

 

 

 

 

図１８ 
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図２０ 

■ エアクリーナ 

重 要 ● エアクリーナエレメントが詰まるとエンジン性能が低下します。また、エレメントを

はずして運転したり、変形・破損したエレメントを付けて運転し続けるとエンジン

内部が異常摩耗します。 

●エアクリーナカバーを取り付けた後、手で軽く動かしてはずれないことを確かめて

ください。取付が不完全ですと使用中にカバーがはずれてエレメントが脱落紛失

することがあります。 

 

散布作業終了後、エアクリーナカバーを取り

外してエレメントの汚れ具合を点検し、汚れが

ひどい場合は、中性洗剤入りの温湯でていねい

に洗い、よく乾燥させてから元通り取り付けて

ください。（図 1９） 
エレメントが変形・破損した場合は新品と交換

してください。（品番：Z1491-82311） 

 補足１  エアクリーナカバーは、下側の張り出し

部を指で手前に引くとはずれます。取付時はケース

に向かい合わせてカチッという音がするまで押しつ

けてください。 

 補足２  エレメントを取り付ける前にスクリーンを

忘れずに取り付けてください。 

 

■ 燃料フィルタ 

重 要 ● 燃料フィルタが詰まったり燃料パイプが折れ曲がっていると、エンジン回転数が

上がらなかったり回転変動を起こしたりします。 

●燃料フィルタをタンクに戻す際は、燃料パイプが折れ曲がらないように注意してく

ださい。 

 

使用２５時間毎を目安に燃料タンクから燃

料フィルタを取り出して付着したゴミを取り

除いてください。 

フィルタが目詰まりしている場合は新品と交

換してください。（品番：Z3302-85400） 

  

 

  

 

 

図１９ 
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図２１ 

図２２ 

■ スパークプラグ 

注 意 エンジン停止直後はスパークプラグに素手で触れないでください。高温のため火傷

の危険があります。 
 

重 要 ● スパークプラグの締め付けが強過ぎるとシリンダのネジ部が破損することがあり

ます。プラグ締付け時は必ず付属のプラグレンチを使用してください。 

● 燃料を吸い込み過ぎたり、オイルの質が悪かったりするとスパークプラグの電極

が汚れ、エンジンがかかりにくくなることがあります。 

● プラグ交換時は指定品を使用してください。 

指定外品を使用するとシリンダやピストンが破損することがあります。 

 

使用２５時間毎を目安にスパークプラグを

取り外して電極の汚れをワイヤブラシなどで

取り除いてください。 

 

電極隙間は、0.6～0.7mm が適当です。 

 

プラグ交換時は指定品をお使いください。 

指定スパークプラグ N G K   BＰＭＲ７Ａ 

  

■ エンジンの調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジンは、工場出荷時に調整されていますが、

運転条件（エンジンのなじみ具合、空気密度の変化

等）により再調整が必要となる場合があります。 

エンジンの調子が思わしくない場合の調整手順は

次の通りですが、調整しても調子が回復しない場合

は、お買上げ店にご相談ください。 

 

 

運転中スロットルレバーを完全に下げた位置

にしたとき、エンジンが止まってしまったり、逆

にエンジン回転が高すぎるような場合は、アイド

ル調整スクリュを再調整してください。 

 

1. エンジンをかけ２～３分中速で暖機運転をしてく

ださい。 

2. スロットルレバーを完全に下げた位置にしてから

アイドル調整スクリュをマイナスドライバで回してく

ださい。 

スクリュを右に回すとエンジン回転が上がり、左に

回すとエンジン回転が下がります。 

0.6～0.7mm 

アイドリング回転数の調整 
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■ 長期保管時の手入れ 

危 険 引火による火災の恐れがあります。 

● 燃料抜き取り時は、火気を遠ざけてください。 

● 燃料をこぼさないように注意し、こぼれた燃料は完全にふき取ってください。 

 

重 要 ● 長期間（２ヵ月以上）使用しない場合は、燃料タンクとキャブレタから燃料を抜い

てください。燃料を入れたまま放置すると燃料が変質してキャブレタ内部が詰ま

り、エンジン故障（始動不良や出力不足）の原因となります。 

● 保管時は、燃料タンクのキャップをゆるめにしてください。強く締め過ぎると経時

変化によりパッキンが変形することがあります。 

 

補 足 ＭＤ６２００には、エンジン停止後、キャブレタ内の燃料が燃料タンクに戻る「循環式

キャブレタ」が採用されています。このため、キャブレタに残った燃料の抜き取り（ド

レン）の必要はありません。 

  

1. 機体の汚れを落としながら、各部の損傷やゆる

みなどの有無を点検し、異常が発見された箇所

は次回の使用に備え完全に整備してください。 

2. 薬剤タンクを取り外して、シャッタ周りに付着

した薬剤をブラシなどを使ってよく落として

ください。 

3. 燃料タンクから燃料フィルタを引き出した後、

タンク内の燃料を容器に移してください。 

4. スパークプラグを取り外し、２サイクルオイル

を１～２mL エンジン内に入れてください。ス

タータロープを２～３回引いてからプラグを

元通り取り付け、圧縮位置で止めてください。 

5. スロットルレバーや調量レバーなどの金属部

に防錆油を塗った後、機体に覆いをして屋内の

火気や湿気のない場所に保管してください。 
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 粉剤・粒剤散布用品  
 

品    名 外  観  形  状 用    途 品   番 

標 

準 

装 

備 

グ リ ッ プ  

（Ｒ－グリップ） 

 

・散布時のパイプ操作

に便利 
349551400 

ナガシタ 6 2 

 

・畦からの粒剤や肥料

の散布用 
DM00001 
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 製 品 主 要 諸 元   
 

 

名 称 ・ 型 式  
ゼノア背負式動力散布機 

MD6200 

用                途  粉状及び細粒状の農薬・肥料の散布 

本 体 質 量※１    kg 12.0 

本体外形寸法  （全長 x 全幅 x 全高） mm 450x530x780 

薬 剤 タ ン ク 容 量 L 28 

燃 料 タ ン ク 容 量 L 1.8 

送 風 機 最 高 回 転 速 度 rpm 7800 

最大吐出量 
粉   剤 Kg/分 7 

粒   剤 Kg/分 14 

適 用 ジ ェ ッ ト ホ ー ス 長 さ※２  20m～55m（詳細本文９頁記載） 

エ

ン

ジ

ン

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

形 式   単気筒空冷２サイクルガソリンエンジン 

排 気 量  cm3 62.0 

使 用 燃 料   潤滑油混合ガソリン 

使 用 潤 滑 油   ２サイクルエンジン専用オイル 

混 合 比   
ゼノア純正オイル（ＦD 級）使用時 ５０：１ 

ゼノア純正オイル（ＦＣ）使用時 ４０：１ 

キ ャ ブ レ タ   循環式、ピストンバルブ式 

点 火 方 式   電子制御フライホイルマグネト（CDI 方式） 

ス パ ー ク プ ラ グ   NGK BPMR7A 

始 動 方 式   リコイルスタータ式 

停 止 方 式   点火回路一次側短絡式 

エ ア ク リ ー ナ   乾式 

標 準 付 属 品  

畦畔噴頭 x1、畦畔噴頭用グリップ x1、単口噴頭 x1、 

アースチェン x1、ジェットホース用アダプタ x1、 

保護マスク x2、整備工具 x1 

 

※１：フレキシブルホース、散布管類、燃料を除く 

※２：ジェットホースは、市販品をお買い求め願います。 

改良などにより商品の細部仕様が本書記載内容と異なることがあります。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は、 

まず、お買い上げの販売店へお申し出ください。 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本社：〒350-1165 埼玉県川越市南台 1-9 

 
 

 

 
 

 
 （平成 28 年 3 月現在） 

275193111(E4/A1603) PRINTED IN JAPAN 

製品・技術・その他のお問い合わせ 

ハスクバーナ・ゼノア株式会社 国内営業本部 

     0570-084987 
月～金/９:００～１７:００（土日祝、弊社指定休業日は除く） 

http://www.zenoah.co.jp/ 
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